
田んぼのある風景 

                                     令和４年７月 校長 浅賀 敏行 

０ はじめに 

 今年の関東の梅雨入りは

６月６日(月)、しかし６月の

うちに記録更新の梅雨明け。

さらに６月だというのに、連

日の災害級の猛暑。温暖化な

のでしょうか？だとしたら

深刻さは窮まるばかり、

SGD's の取組は果たして間

に合うのでしょうか。 

 右は第５ハウスから東を

望んだ風景、6月9日(木)に

撮影しました。本校は西を望

むと商業地・住宅地で、東西

で風景がまるで違いますね。 

 私の住いは岩槻ですから、

綾瀬川をさかのぼるように

通勤しています。岩槻あたり

では、ゴールデンウィークに

はすでに水が引かれ、田植えが始まっていました。ですから７月の今は、もう緑のカーペットを敷き詰めたような光景

が広がっています。 

 一方、学校周辺は写真のとおり、緑のカーペット状態はまだ先、夏休みに入る頃だと思われます。私は、本校周辺の

田んぼに、いつ水が引かれ田植えが始まるのだろうと待っていたのですが、１か月以上の差があったのです。 

 

 写真には、田んぼの向こう、地平線に沿うように、こんもりと樹木の生い茂った「台地のキワ」がうかがえます。そ

のキワに沿って見沼代用水が流れています。さらに手前には、平行して綾瀬川が流れています。このあたりでは小さな

小川のような佇まいですが１級河川。岩槻ではそれなり、草加市あたりではかなりの風格があります。 

 綾瀬川は鎌倉時代まで荒川の本流だったようで、北足立郡と南埼玉郡とを画す「分水嶺」だった大河。村々の鎮守の

神社も、綾瀬川を境にして、分布が氷川神社と久伊豆神社とに分かれているのです。 

 それが江戸時代初期になると、荒川本流は東の元荒

川流域に、さらに「荒川西遷」により、現在の川越市と

の境界、入間川流域へと移されます。この両方の大事業

に携わったのが、ご存じ伊奈忠次。伊奈町と伊奈学の名

前の由来になった人物。おかげで、私たちが今見るよう

な田園風景となりました。 

 中世までのこのあたりの風景を想像できるでしょう

か？甲武信岳に源流を発し、秩父に降る雨を集め、“暴

れ川”の異名をとる荒川の大河が、滔々とこの地に注い

でいたのです。きっと大雨のたびに洪水に見舞われ、そ

の濁流は江戸まで襲ったはず。現在、本校から見渡す   「荒川の姿」荒川上流河川事務所 https://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo_index061.html 

田園風景は、そのような大河がうねるように流れる、茫洋たる湿地帯だったと思われます。私にはとうてい想像できま

せんが。 

 それが治水・利水され、新田開発されたのですが、今日の姿になったのは、人びとの切なる願いと、遠大な計画と、

血のにじむような努力、挫折、超克、歓喜の賜物であり、バベルの塔を超える大事業です。以来４００年、人は代われ

ど受け継がれ、稲作が毎年営まれてきたのです。 

 本校周辺を「田舎だ」と侮るなかれ！新田開発は治水・利水と不可分で、高度な土木技術が求められます。さらに食

物自給率は国力とも相関し、科学技術の粋を集めた国家事業でもあるのです。見る目さえしっかり養えば、中世までの

https://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo_index061.html


湿地帯の風景が、人びとの願いと努力による新田開発が、そして江戸以降今も変わらぬ人々の、自然とともに生きる営

みと生きざまが見えてきます。きっと登下校の道のりで目にする風景も、季節の移ろいも、見る目さえあればちがって

映るはず。その奥深さの一端を、インターネット上から引用して紹介します。 

 

１ 田んぼの優れた特性 
田んぼに水を溜める、という大発明 

 稲はもともと熱帯の作物で、日本の土壌に向いていたわけではありません。しかし、
表面に水を溜めるという大発明によって、すべてが解決したのです。日本列島で安定
的に栽培できるようになったのも、この大発明のおかげです。 
 水を溜めることで空気や水、土壌の中から肥料になる窒素やリン酸などを吸収・利
用できるようになり、人が与えなくても済みます。畑のように水やりもいりません。 
 そして畑作ですと、同じ作物を作り続けると「土地がやせて」しまい、思うように育
ちません。これを連作障害と言います。ですが田んぼに連作障害は発生しません。また
水が溜まって酸素欠乏になるため、生育できる雑草が少ないことも挙げられます。 
 さらに、水は取り入れた熱をなかなか発散しません(比熱が大きい）。だから稲を寒さ
から保護する、セーターのような役割を果たすのです。 

 
米作りが改造した日本の国土 
日本の稲作の歴史において「稲作開始から律令国家の成立まで」と「室町時代から江戸時代にかけて」の二度の新田開発ブームが
ありました。日本の各地で水田が作られ、現在の国土の姿がほぼ形づくられました。 
 高い土地を削って低い土地に土を盛り、水路を管理して水田地帯に変えていくこと。人が住める平野に変えていくこと。これら
は、営々とたゆみのない作業でした。農業を営む人々が米作りを続けながら日本列島をつくりあげたのです。 
 私たちが最初から平らな土地だと思っていたところや、最初から川だと思っていたところ。「豊葦原の瑞穂の国(とよあしはらの
みずほのくに)」と言われる美しい風景。それは先祖が田んぼ作りを通して、現代に贈ってくれた国土です。そしていまも田んぼ
は、国土を守っています。 
 
田んぼは土砂の流出を防止する緑の堤防 
 日本は火山国のために土がもろく、地震も多いため揺れ動いています。しかも雨が多い
うえに斜面は急。これらの条件が揃ってしまい、日本は土砂の流出が多い国となっていま
す。雨が降るたびに水が山を削り、崩し、土砂を運んで、絶えず地形を変えていきます。土
砂の流出量は世界平均の７倍(！)にもなり、年間1 ヘクタールあたりで２５トンが流出して
しまいます。 
 ですが田んぼは、土砂の流出を防ぐことができます。田んぼはダムと同じ作用で水を受
け止めていますが、同じように土砂も受け止めて、下流に流さないようにしているのです。 
 棚田のような急斜面にある田んぼは全体の１５％ですが、その土砂流出防止は年間１３０万トンに達するとも言われています。 
 
土壌の侵食(しんしょく)を防止する田んぼ 

 土壌侵食とは、水食または風食によって表土が削りとられる現象です。 
 侵食によって流出した土は川や湖、沼、海に流れ込んで水質汚濁を引き起こし、生物などに
悪影響をおよぼします。また、風食によって大気中に浮遊した土の粒子は、人間や動物の健康
に直接、害をおよぼすこともあります。 
 しかし、田んぼは水に守られているため、豪雨のときでも雨粒や水流による侵食をほとんど
受けません。雨粒が水面に衝突し、直接土の表面を削ることがないのです。 
 また、水がない冬場でも水分含有量が高く、土壌粒子が強く結びついているため丈夫です。
また稲の刈り株に覆われているので、風による侵食もほとんど受けません。 

 
田んぼは「水の生産」をしてきた 
 田んぼ作りの第一歩は水の確保です。どこの山の水や川の水を引いてくるか、そし
て、まずどの田んぼから水を入れ、どこに水を流すのか。それを計算し、ときには川
の流れを変えたり、溜め池のネットワークを作ったり──。そもそも山間地で水を溜
めるためには、木を植えることが必要となります。 
 都市や工業地帯での水利用は「水の消費」ですが、農業では木を植え、洪水を調節
し、地下水を涵養(かんよう)する「水の生産」を行ってきました。稲作は水をコント
ロールする技術でもあります。その技術が、国土も守っているのです。 
 
日本の土壌問題を解決し、収穫力を向上させた田んぼ 
 日本列島は土の層が比較的薄いため、植物の生育が悪くなります。日本の土壌は、もともと作物の生産に最適な土地ではありま
せんでした。田んぼはこれらの課題を解決する画期的な装置です。水が溜まっているために、土の層が薄くても水分不足にはなり
ません。田んぼは画期的な発明で、日本のいのちを支え続けてきたのです。 
                            〈株式会社クボタ〉クボタの田んぼhttps://www.kubota.co.jp/kubotatanbo/より抜粋、要約 

 

https://www.kubota.co.jp/kubotatanbo/


２ 利水・治水 
  栃木県の那須野ヶ原は、大阪市の２倍近い約４万 ha という広大な平原でありながら、古代から一度も耕されたことのない原野
でした。それが明治になって那須疏水が完成するやいなや、那須野ヶ原は県内でも有数の農業地帯に生まれ変わりました。 
 いくら平野があっても、引いてくる水がなければ水田はできないわけです。 
 
アジア・モンスーン－地球１０周分の水路網【第３章【農】が造った国土】 
 日本は山国であり細長い島国です。その細長い島の中央には、２～３０００ｍ級の山脈が連なっています。必然的に川は短く、
勾配はかなり急になります。右のグラフは、世界の主だった河川との比較を示しています。 
  明治の頃、日本の川の改修に招かれたある外国人
技術者は、「これは川ではない、滝だ」と叫んだと
いう話が残っています。大きな平野を何百 km も流
れる欧米の大河に比べて、日本の川のほとんどは、
標高１０００ｍ以上の山から、あっという間に海へ
流れ出てしまいます。確かに、「これは滝だ」と叫
びたくなりますね。 
  さらに日本は、アジア・モンスーンという暴れ馬
のような気象の下にあります。台風が年に何回とな

く襲い、年間降雨量は世界
平均の約２倍。しかも、雨は梅雨時から夏にかけて集中しています。そうか
と思うと空梅雨（からつゆ）といってほとんど雨の降らない夏が続いたり
します。だから川の水量の変動が激しい。川の最大流量と最小流量の差は
外国の河川と比べるとケタ違いに大きいのです。 
 ７０％のエリアを占める山々に降った豪雨は、濁流となって平野部を襲
い、流路も定まらぬまま氾濫を繰り返していました。三大都市圏である関
東平野、濃尾平野、大阪平野も都市ができたのは戦国から江戸時代にかけ
てであり、それまでは利根川、木曽川、淀川などの一大氾濫源でした。農民たちは、そうした水浸しの土地
を畦（あぜ）で囲い、太い川の流れをいくつもの川に分散させるようにして網の目のような水路を造り、何
百年とかけて見事な水田平野に変えてきたのです。 
 国土のわずか２５％という狭い平野に引かれた水路の長さは、合計約４０万 km。実に地球１０周分に相
当する長さの水路網が、ちょうど毛細血管のように細かく張りめぐらされ、日本の大地は生きた土地たり
えているのです。 

 
農地の宿命【第３章「農」が造った国土】 

  ある平野に水田を造るとしましょう。水田の水の多くは川から引いてくるので、川の近くに農地や
集落ができます（図 1）。水路を引く場合、川の流れを木の枠組みや石などでせき止め、そこから田ん
ぼへつながる水路へ水を送ります（図2）。この仕組みを堰（せき）といいます。 
  最初、１の集落（水田）が川から水を引いてきました。そうすると２の集落は、１の堰の下流から引
くことになります。川の水を引くのは、上流のほうが有利です。さらに３の集落は２の堰の下から引く
ことになります。こうして平野は、川から引ける水の量のギリギリまで開発されることになります。 
 ところが川の水量は常に変動します。集中豪雨が来れば、たちまち川は濁流となって、堤防いっぱい
まで水かさが増します。そして、こともあろうに自分達が苦労して掘った水路をつたって、洪水がおそ
いかかってくるのです。川のそばに集落がかたまっています。悲劇ですね。 
  今度は逆に、日照りが続いたとします。川の水かさは日に日に減っていきます。上流の村はできるだ
けたくさん取ろうとします。下流の村には全然水が流れてきません。日照り続きで、稲も弱ってきまし
た。稲が枯れるということは、1 年間の収入もゼロになるということを意味します。下手すれば、村中
が全滅です。さあ、皆さんならどうします？ ・・・・上流の村に分けてもらう？いえいえ、上流も必
死です。・・・水が余っているわけではないのです。 
 
水争いと「農」の秩序【第３章「農」が造った国土】 
  水をめぐる争い ── いわば集落全員の生死をかけた争いです。待てど暮ら
せど雨は降らず、太陽がジリジリと照りつけます。土はひび割れ、稲も枯れ始

めます。どこかの集落が耐え切れず、自分たちの田んぼに水を引こうと、夜中に上流の堰を壊しに行きま
した。村中が殺気立ちます。人々は手にカマやクワを持って集まり、戦国時代さながらに川を挟んでの乱
闘が始まります。 
  千葉県の九十九里平野では、江戸時代から昭和に至るまでに５０数回の水争いが記録されています。明
治２７年、栗山川両岸の農民２００名が、手に鍬、鋤、竹やり、日本刀、仕込杖をもって、白装束で激突、
2 人の犠牲者を出しています。昭和８年の干ばつでは、水利組合長を刀で切りつけたり、農民が大勢押しか
け村長宅から米を強奪したりというような話も残っています。 
  長野県の梓川も、松本市や安曇野市などで常に水争いが繰り返されてきました。特に江戸時代後半の水
争いは激しく、江戸表での判決に及ぶこと数回、多数の犠牲者を出した記録を持っています。大正１３年流血の惨事。この年の夏
は大変な日照りで、梓川扇状地の水田約１５００ha の収穫が皆無に近かったといいます。手に鎌や棒を持ち両岸に対峙した農民
達は、投石や殴り合いを繰り返し、ついに多数の警官の出動となりました。 
  このような記録は、多かれ少なかれどこの村でも残っています。何百年におよぶ水争いや山争いを通して、様々な約束事ができ

資料：高橋裕「河川工学」東京大学出版会1990 



たり、証文が交わされたりして、村々の秩序ができ上がっていったのです。現在、このような争いはみられませんが、それは過去
に、多くの犠牲の上、厳しい秩序ができ上がってきたからなのです。この秩序は、水利システムをコンピューターで操作する現在
でも変わっていません。今でも渇水になると、江戸時代の古文書の証文にしたがって水を分けたりする地域はたくさんあります。 
              〈関東農政局〉「農」ってなーに？！ー農を科学してみよう！https://www.maff.go.jp/kanto/nouson/sekkei/kagaku/index.htmlより抜粋、要約 

 

３ 農業は理系？文系？ 

 今回引用した２つのＨＰを紹介します。 

 ひとつ目はKubota。Kubotaは農機メーカーですが、今ではＢtoＢ企業、テレビＣＭでも有名です。ＨＰは農業や

水・環境に対する熱意があふれ、すべてを閲覧しきれないほどの情報量。しかも農を起点に、カーボンニュートラル、

ＳＤＧ'sなどにも精力的です。さらに「先史時代の利根川水系とその変遷」など、大学なみの基礎研究も多く、企業の

良心、在り方がうかがえます。 

 ちょっと脱線。最近ＢtoＢ企業のテレビＣＭが目を惹きますよね。強力インパクトを放つCMは、「Ａではじまり･･･

素材の会社は～♫」のガラスメーカーAGC、すべてをトッパする会社TOPPAN、「パリまで5分で行けないか」「モ

ンゴルの恋」など映像美あざやかな半導体メーカー東京エレクトロンなどなど。ＢtoＢ企業、ＢtoＣ企業、みなさん意

味を調べておきましょう。社会に出るにあたって知っておくべき一般教養ですよ。 

 今一つは関東農政局。農林水産省に属する組織で、さいたま新都心にあります。こちらのＨＰもとても奥深く1日で

はとうてい閲覧しきれない量と情熱に満ちています（諸君、働くとは、こうありたいですね。Kubotaや関東農政局の

ように情熱は不可欠です！）。ですが、ぜひ諸君に紹介したいので、エッセンスのみのダイジェストで引用します。 
農とは、エネルギーの貯蓄・活用のこと ～第１章「農」ってなーに？ 
エネルギーって何だ？ 
  エネルギーとは、簡単に言えば、モノを動かす元になる力のことです。動かすだけじゃなく、燃やしたり、
光らせたり、化学反応をさせたりする力。水が高いとことから低いところへ流れるのも、木の葉が木から落
ちるのも、地球の引力という位置エネルギーが働いているからです。さて、この地球上で最も大きくて、ど
こでも、いつでも、しかも全く無料で手に入れることのできるエネルギーって、何でしょうか？ 
 
太陽エネルギーはスゴイ！ 
  それは太陽エネルギー。地球に降り注ぐ太陽エネルギーは、１秒あたり約４２兆キロカロリー。これは、
世界中で使っているエネルギー（石油や電気など）の２万倍以上！ もしこの太陽エネルギーを1００％利用
できれば、世界中の１年間の消費量をわずか４５分でまかなうことができる！ 海水や地面をあたため、水は
蒸発して雲となり、雨となって地上に降り注ぎます。また風や波、潮の流れなど気象の変化を起こします。
森は酸素を出し、二酸化炭素を吸収します。太陽は地球上のあらゆる生物を育むエネルギー。 
 
太陽エネルギーを地上に蓄積できるのは植物だけ！ 
  植物が蓄えられるのは、太陽エネルギーのわずか０．０２％。光合成によって、水と二酸化炭素をもとにブドウ糖やデンプンを
つくります。その過程で酸素を出します。だから植物は食べなくても、太陽と水と土があれば成長することができるのです。 
 光合成のおかげで私たち人間や動物は生きられるし、木を燃やしたりできる。石油や石炭も、もともとは古代の植物など（化石
燃料）。つまり、植物が何億年かけて蓄えてきたエネルギーの「貯金」みたいなもの。太陽エネルギーを地上に固定できる生きも
のは、植物だけなのです。 
 
「農」とは”エネルギー生産”をコントロールする仕事 
 「農」とは、農地を造ってお米や野菜を育てる、つまり、太陽エネルギーを化学エネルギーに変換する仕事といえます。ここに
「農」の本質があるわけです。〈関東農政局〉「農」ってなーに？！ー農を科学してみよう！https://www.maff.go.jp/kanto/nouson/sekkei/kagaku/index.htmlより抜粋、要約 

 以上は、カーボンニュートラル、ＳＤＧ'sにつながる話。理科の知識、数学の論理など自然科学の力が求められます。 

 一方、社会科学、人文科学の素養がなければ、以下の話は深く理解できないかも。 
稲を育てる集団【第２章「農」の発生】 
  彼らは森の中には住みません。平野の川や湖の近くに暮らしています。周囲を濠（ほり）や木の柵で囲い、物
見台や倉庫も持っています。そして、湿地帯でなにやら育てています。春にタネをまくと、秋に何万という黄金
色の粒を実らせます。刈り取って乾かし、実だけをもぎ取って倉庫の中に運び入れます。倉庫の中には、たくさ
んの粒が袋に入れて保存してあり、彼らは毎日、それを土器で煮て食べているのです──。 
  最初、森の中の人間たちは不思議そうに見ていたに違いありません。「なんだろう、あの小さい実は？」「美味
しいの？」「どうして腐らず保存しておけるの？」──でも良く考えてみると、いいことばかりです。「保存がで
きる。雨や嵐の日に獲物を探しに行く必要がない。獲物だって毎日捕れるわけではない。逆に襲われてケガもす
る。大きな獲物をしとめても、腐ってしまう」。そして、お米を食べてみると美味しくて、しかも、栄養満点で
した。というわけで米を作って暮らす生活は、またたく間に広がっていきました。これが「農」の始まりです。 
 
ムラの発生【第２章「農」の発生】 
  稲作が定着しました。水田には大量の水が必要なので、川から水路を引きます。工事には大勢の働き手が必要です。稲を植えた
り刈り取ったりするのも大勢いた方が効率的です。こうして“ムラ”ができ始めたのです。 

https://www.maff.go.jp/kanto/nouson/sekkei/kagaku/index.html
https://www.maff.go.jp/kanto/nouson/sekkei/kagaku/index.html


  考古学の世界では、「部族間の戦争というものは、世界のどの地域でも農耕社会が成立したのちに現れる」といわれています。
堀や柵を造って敵を防ぎます。それでも弱いムラは強いムラに占領されます。占領されたムラの人間は奴隷になったりします。強
いムラも、もっと強いムラに占領されたりして、だんだんムラは大きくなっていきます。こうして“クニ”が成立するのです。 
 
クニから“国”へ 鉄の出現【第２章「農」の発生】 
 やがて、中国大陸から鉄を作る技術が入ってきました。鉄は武器になります。そして“農”においても革命的でした。木製や青
銅のクワでは、大した水路は掘れません。ところが、クワの先を鉄でおおうだけで、地面を掘る能力は何倍にも高まります。そう
やって富を蓄えたクニの王は大きな古墳を造り始めます。これも、鉄が可能にしたのです。 
  日本では、石器時代から縄文時代まで何万年という長い時代が続きましたが、農が出現してほぼ同時にクニらしきものが生ま
れ、さらに強大な国家が誕生するまで、数百年でした。 
 
農をめぐる混乱【第２章【農】の発生】 
  日本に稲作が定着し、たくさんのクニができ始めるのは西暦元年頃。江戸幕府が成立するのが１６０４年。やや乱暴な言い方を
すれば、現在までの約２０００年の歴史のうち、日本は約１６００年間も争いを続けてきたことになるのです。これらの争いのも
とは、突き詰めれば、ほとんどが農地をめぐる争いです。 
  飛鳥時代、「大化の改新」（６４５年）というクーデターによって、ようやく統一国家が誕生したことにな
ります。全国で戸籍がつくられ、人々には一定の農地（口分田）が与えられ、農地は条里制という約百m四
方の整然とした区画で仕切られました。 
  しかし、人口が増えて農地が足りなくなるなど、百年も経たないうちに崩れていきます。やむなく朝廷
は、新しい開墾地に限って私有を認め始めます（７４３年「墾田永年私財法」）。これにより、中央貴族や東
大寺、興福寺といった大きな寺社が私有田＜荘園＞を広げていきます。これこそ、混乱を生み出した元だっ
たのです。 
  都が京都へ移されると（７９４年）、興福寺系荘園を母体とする藤原氏が勢力を伸ばし、やがて摂政・関
白時代を迎えます。５０年ほどすると、もともとは荘園の警護や開墾地の領主であった武士たちが力をつけ
てきます。口分田、貴族や寺社系の荘園、地方領主の開墾地････、朝廷の力が弱まると、これらをめぐる支
配権が入り組み、各地で争いが絶えませんでした。 
  そして、時代は中世を迎えます。鎌倉から戦国までの約４００年間は、戦乱の世紀。源平合戦、鎌倉幕府、
北条政権、南北朝、足利将軍、応仁の乱、そして群雄割拠する戦国時代。農地をめぐる支配は、朝廷と武士が入り乱れ、さらに、
悪党と呼ばれた勢力、惣村といった農民の自立集団、比叡山などの僧兵、一向一揆などが加わって、日本中が騒乱の渦に巻き込ま
れていったのです。 
 
農は国の大本なり【第２章「農」の発生】 
  豊臣秀吉は天下を統一すると、さっそく検地を行ないました。これにより奈良時代に始まった荘園は消滅します。徳川幕府に移
り、ようやく争いは終りを迎え、これまでの戦乱のエネルギーは、新田開発に注がれました。江戸前期の１００年ほどの間に、日
本の耕地面積はほぼ２倍に拡大、ということはエネルギー生産や富も約２倍になったということです。 
  農は国の大本（おおもと）なり ―― 国の発展は農が支えている。これは、古代国家から江戸時代、そして明治、昭和を迎えて
も変わることのない国の原理だといえます。 
              〈関東農政局〉「農」ってなーに？！ー農を科学してみよう！https://www.maff.go.jp/kanto/nouson/sekkei/kagaku/index.htmlより抜粋、要約 

 このように、歴史は農業を軸にして概観することができる。ということは未来も、農業を軸に据えれば予測できると

いうことです。現代は温暖化・異常気象、くわえて食糧危機（我が国は恥ずかしいことにフードロス）、きれいな水の不

足などの危機があります。ですが、農業を切り口にすると持続可能な開発の可能性が見えてくる、希望が持てます。 

 これは、学際的な取り組みです。学問の壁を超え、人智を集めて、新たな価値を創出する、それが時代の要請。だか

ら高校でも教科横断、協働、総合的な探究が求められるのです。 

 文系・理系という区分は、もはや先進国において我が国のみです。しかも理系が偏って少ない（本校も？）。今や文理

分け隔てなく知識・技能を得て、より深く思考する≪STEAM教育≒教養≒リベラルアーツ≫が重要なのです。限りな

く知と教養を研ぎすましてほしいものです。 

 

４ おわりに 

 今回の記事は構想２か月、学校近くの用水路が水かさを増して、田んぼが水を引き、田植えされ、収穫までを、諸君

と見守りたいと思ったのが契機です。ですが農業も水田も奥が深く、私のリテラシーと知識が追いつきませんでした。 

 諸君は本校に入学して３年間、かつて過ごした先輩たちと同様、勉強と部活動を両立し、多様な人たちと心を開いて

協働し、入学までは縁のなかったこの地が、やがてかけがえのない思い出の舞台になります。 

 そして登下校に目にし、教室の窓の外にいつも目にする風景。雨の日も暑い日差しの日も、希望に満ちた日も友達と

ぶつかった日も、毎日通いながら目にする風景は、諸君と同じように、人びとの切なる思いと、遠大な計画と、血のに

じむような努力、挫折、超克、歓喜の入り混じったものなのです。教養を得て、見る目を養えば、それまで見えなかっ

たものが、たくさん見えてくる。 

 見る目を養って、あらゆる自然、歴史、人、事物からエネルギーをもらってください。そして伊奈学園の歴史に新た

な彩りを加えて、卒業式の帰路には、毎日目にした風景が、かけがえのない懐かしい風景になっていることを願います。 
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